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研究成果の概要（和文）：本研究では、対話の高度な垂直性によって形成されるコミュニケーシ

ョンの陰性形成を、「嘘」と「笑」および「化粧」の分析を中心に解明した。これにより、対話

の「高度垂直性」に支えられる「ハイパー・ダイアローグ」の圏域が、過度に哲学的思弁に走

ることなく、また過度に科学的実証的でもない仕方で解明され、新たなコミュニケーション論

の包括的な地平を見出す手掛かりを得た。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, negative formation of the communication 
formed of the advanced vertical and perpendicular nature of a dialog was solved by 
focusing on a "lie", a "smile", and focusing on analysis of "makeup." Thereby, without 
running to philosophical speculation too much, a sphere of the "hyper-dialog" 
supported to "the advanced vertical ones" of a dialog was solved by the method which is 
not too scientifically positive, either, and acquired the key which finds out the 
comprehensive ground level of a new communication theory. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）通常の二者間での対話では、対話を可

能にする先行的枠組みや表に現れない情報

（陰性情報）が、暗々裏に対話の方向、範囲、

内容を制約していることが多い（例「本音と

建前」「暗黙知」「場の空気」等）。これにつ

いては従来、哲学、心理学の双方において比

較的豊富な分析例や解釈例がある。本研究は

こうした研究状況を背景にして、より学際的

な対話研究を試みた。すなわち、過度に哲学

的な思弁に走らず、しかし単なる科学的・実

証的レベルに終始するのでもない、両者の穏

当なバランスに則った議論を、対話の垂直性

ということに関して実行すること、これが本

研究の出発点における基本姿勢である。 
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（２）とくに実証的側面に関しては、あくま

でも科学の立場を貫く認知科学や心理学で

は、垂直性という、表に現れない形而上学的

要素に対して、実験や調査を通した接近にと

どまり、垂直性そのものの純粋な可能性をえ

ぐり取る仕方での理論的主題化がされるこ

とはほとんどなかった。この方向での哲学

的寄与がなされれば、心理学、哲学双方に

とって大いなる意義を持つ研究地平が開か

れると推察される。 

 

２．研究の目的 

（１）現実のコミュニケーションを超越した

次元がむしろそのコミュニケーションの中

に息づいていることを、かえって心理学実験

等の実証的な具体例に見出すこと。また、心

理学的成果の哲学への割戻し、哲学的成果の

心理学への応用を図る。 

 

（２）（１）により、勝れて形而上的存在が

日々の会話や日常的所作において実際に機

能していることを確認し、それを基に純粋哲

学的な「対話」研究へのフィードバックを図

り、哲学の対話研究にあらたな地平を開くこ

とを試みる。 

 

３．研究の方法 

（１）全体を「哲学ポスト」と「心理学ポス

ト」と「交易ポスト」に分ける。「ポスト」

と名付けるのは、本研究の目的が、上記にお

ける前二者つまり哲学と心理学の「支柱」

（post）間における「交易」(post)にあるこ

とを重視することによる。各ポストでの成果

を、各ポスト間での共有財として、相互の生

産的批判を試みる。 

 

（２）哲学ポストから提示された「高度垂直

性」概念による、心理学ポストにおける実験

のための「状況選定」や「シナリオ作成」へ

の影響、および、そのフィードバックとして

の心理学ポストから哲学ポストへの提言を

試みる。特に、対話の垂直性に関し、心理学

的・科学的な研究ではそれとしては概念化さ

れにくいものについて、哲学的概念形成がど

れくらい有効であるかをそのつど意識した

交易をはかる。 

 

４．研究成果 

（１）水平次元における対話、すなわち相手

と向き合う通常の対話を、単に上下から垂直

に支える先行的枠組みは、あるときは話者を

地理的・文化的・社会的・歴史的に制約する

「風土」（和辻）として、またあるときは特

定の研究者集団を制約する「パラダイム」（ク

ーン）として、さらにはより広範な話者集団

の「おいてある場所」（西田）として、実際

の様々な場面で重層・輻輳的に見出され得た。

しかしながら本研究では、これにとどまらず、

心理学的科学的次元でも目に見えぬ垂直性

がつねに問題となりえることを確認できた。

さらには、これにより、哲学的概念形成のあ

る種の応用の可能性も達成できた。 

 

（２）ハイデガーやレヴィナスの思想に語ら

れている〈高度垂直性の次元における対話〉

の中には、こうした従来の「先行的枠組み」

には納まらないものが潜んでいることが確

認された。哲学的な対話研究のあらたな地平

を開拓できた。また、哲学史の研究に関して

も、従来とは違ったまなざしで臨める可能性

を得られた。 

 

（３）上述の先行的枠組みとしての超越論的

次元をも、なお水平的存在として見出し得る

より上位の高度垂直的位相にむしろ牽引さ

れ後押しされる対話すなわち「ハイパー・ダ

イアローグ」が、心理学における実験的手法 

― 「集合法」や「個別配布・個別回収形式

による質問紙調査」を用いた確率論的手法や

統計学的手法 ― における「状況選定」や

「シナリオ作成」にも寄与することが確認で

きた。これにより、心理学の通常の実験手法

における、今回のハイパー・ダイアローグの

研究の有効性が確認できた。 

 

（４）哲学的議論における垂直性理解へのフ

ィードバックとして、世界内存在たる人間を

「対話内存在」として捉える新たな「対話現

象学」の地平が得られた。ハイデガー研究、

レヴィナス研究はもちろん、世界内存在の概

念がこうして拡大されることを通じて、ハイ

デガー以降の現象学の研究に対するあらた

なフィールドを開くことができた。 

 

（５）ハイパー・ダイアローグが一般的対話

場面でどのように実際上の機能を果たして

いるかを特定することを、心理学における

「状況設定」や「シナリオ形成」の場面にお

ける隠れた有効性を抉り出すことによって、

結果として、従来のコミュニケーション論で

は不可通約的とされた異種対話間にも新た

に別の通約性が見いだされた。すなわち、ハ

イパー・ダイアローグの問題圏におけるコミ

ュニケーション問題として、従来の問いには

なかった立問が可能となった。 

 



 

 

（６）「死者との対話」や「神との対話」に

ついても、その意味に関して思索するための、

これまでにない哲学的－心理学的な「対話現

象学」という立脚点の今後の獲得が期待でき

た。すなわち、宗教的次元と哲学的次元との

相互の交易的対話として、「神」の問題や「死

後」の問題といった超越的存在の問題構成に

ついて、宗教にも哲学にも偏らない研究方途

が見出せた。 

 

（７）すぐれて実践的な場面（心理学実験も

含む）にすでに織り込まれている見えない成

分（すなわち陰性要素）を取り出すことで、

かえってその実践的場面がより広範な実践

性へと開かれうることが示せたことで、「コ

ミュニケーション論」や「応用倫理学」に対

してもこれまでにない地平が得られた。すな

わち、日常におけるハイパー・ダイアローグ

の要素をとりだすことで、日常会話における

学的次元への貢献の可能性が 
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